
 

 

Ｑ．中計で中国での工場への設備投資を発表しているが、完成すると生産能力はどうなるのか、また、

売上への影響はどのくらいか 

Ａ．現在の天津での食品用改良剤の生産量は年間 1 万トン程度。老朽化により今後稼働停止する

設備もあり、新工場の生産能力が単純に上乗せされるわけではないが、2028 年までに現在の約 2

倍、1 万 9 千トンの生産を目指している。 

食品用改良剤は中国の売上の 7 割を占めており、増産体制が整えば中国の売上が 1.5 倍以上

になる計算。40 億程度のインパクトがあると期待している。 

以上 
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